
蝶
正
博
削
轍
鮒
地
雨
甘

「
腫

倉
韓

」
史

彊
>
礫

謀
刃

や
e
鱒

}蛍
柏
的
よ
執
翠
要
侭
ぐ
戸
上
雄
二
購
」
奉
ざ
電
口

頚
継
承
湊
e馬

食
長
〇
一
の
e轡

・
鳴
鼻
夏
鳥
裳
ぐ
ト

瑳
二
葉
や
節
蚤
頚
骨
」
良
薬
∴
螺
違
控
程
申
鮮
舞
貌

豆
三
・
位
王
SP’

雪
雲
徳
庵
的
心
事
割
J三

郎
を
○

○
 「

駆
ふ

涜
」

 A重
」

)」
利

や
特

漢
詩

的
」

ト
ノ

三
的

S申
」

巧
い

良
〇

日
田

津
里

「
瑳

魯
穏

」
 A~二

重
軸

甘
党

奪
→

手
工
や
ふ
む
早
凄
絶
よ
>雌

中
主
e毒

虫
埜
頓
詠
S廿

Sく
〇
 °

せ
伸
舞
軸
後
悔
㌣
幽
霊
を
綻
経
歴
S榔

豊

富
塑

亀
戸

潜
心

」
蘭

」
擦

○
吋

S韓
’

発
寒

特
利

垂

心
港
演
S埜

軽
婆
鳴
禽
’
吋
S毎

為
蜂
蜜
°
レ
挙
や

せ
き
頚
塗
鞘
や
雷
電
ヽ
里
穂
重
、
桝
」
く
ど
㊦
ヽ
′
 S掛

敵

前
撃
三
’
ト
ロ
ね
蝉
へ
も
-e僻

二
審
遅
い
埜
“
そ

や
〉
ト
こ
、
ふ
ふ
ふ
妻
的
故
的
養
鯉
S巧

巧
、
墓
撃
ぐ

P凝
悌

」
ト

宅
地

や
○

碧
駆

際
剖

壁
せ

涛
獲

ろ
討

瑳

e細
」

鳴
禽

で
畏

艇
為

S罵
倒

暖
三

重
」

’
球

心
封

書
p更

埴
香

い
室

長
よ

ト
調

」
只

〇
時

勾
鴨

妻
再

出
ヽ

暇

哀
e
熟

や
」

咽
せ

碓
全

う
選

録
哩

王
′

癖
来

い

鵡
華
雨
埼
特
車
’
嫁
謹
皇
螺
の
巧
小
盤
源
槌
⊃
ト
王

一
軍

駆
鯨

劃
e
鋤

e
喜

一
単

軸
で

吉

田
S質

疑
的
遍
在
中
辛
ヽ
/橡

的
三
〇

日
画

題
韓

直
撃

栄
凄

e
餌

笥
堅

却
e
雲

馳

嬉
三

振
軍

畠
中

’
群

雲
「

寄
直

紀
」

均
莱

刃
刃

㌦
要

諦
桓

置
戸

三
郎

」
粟

o∞
こ

毒
口

夏
草

継
室

綜
抽

」
′

薄
e与

e・
中

S寄
蟻

控
も

て
い

も
ぐ

〉
卦

煎
手

職
」

衷
○

軍
国

転
挫

震
迎

喜
色

鋤
○

○
義

、
-ふ

さ
聖

和
」

去
鎧

よ
い

三
部

や
ゼ

適
鰹

掬
出

藍
e、

1個
霊

迎
S

与
や
乾
せ
貸
ニ
’
浸
怒
e韓

吋
」
榊
的
誌
く
ヽ
慰
」
琶

艮
捕
ま
中
二
妻
e阜

I’
草
絶
縁
器
蒋
ト
◆
墓
「
笈
穏

迄
一

蟻
の

」
刃

哩
二

部
」

妻
。

涼
藷

鮭
や

ズ
那

㌣
豊

美
帥
緯
懇
為
e瑳

挿
塊
ぐ
要
り
劫
芸
食
ヽ
/’

莱
挫

「
縫

綻
ヽ

′
},皐

雫
廿

暇
」

担
ぐ

中
二

輝
」

畏
o

趨
挫

悠
Sま

せ
王

堅
雪

野
望

貰
桑

挨
㌣

勧
I調

合
的

口
約
」
’
稜
穏
e輔

的
巧
璃
ヽ
′
頓
つ
母
上
妻
○

母
ふ

い
’

誌
小

暮
捜

「
無

糖
妻

埜
熱

・
簿

へ
/手

心
二

三
長
命
’
安
芸
類
台
の
合
栂
舟
堪
い
い
」
 ・

封
筒
ぐ
早

宮
的
賠
控
判
事
’
禦
憩
漆
夏
雲
蓑
二
部
」
想
一
類
注

せ
豊

美
徐

eく
奏

二
宮

’
「

吏
更

垂
埜

難
的

良
心

’

鳴
特

艮
畏

中
食

や
、

/瑞
主

食
同

工
」

 〇
㌔

虫
鴫

と
穂

董
o
卦

向
学

心
中

郡
」

妻
農

熟
す

法
事

S
漕

整
提

夷
十

重
、

巨
三

悪
QP’

珊
為

と
競

ぐ
ト

三
ゆ

り
刃

や
電

揺
」

ト
ノ

蛾
ぐ

母
上

>髄
」

年
と

●
請

蛍
転

生
鞭

的

よ
い

こ
堪

S埜
’

党
政

壬
〇

億
五

日
緩

和
e里

三
野

漬
せ
再
e衷

宝
達
癒
P」

七
㌢
屯
挫
抱
三
藤
里
嫁

も
鮭

も
鳥

遮
巾

竣
工

.違
忠

Sせ
る

ニ
e渇

倒
せ

忠

や
幾

轟
里

熱
線

上
境

」
杢

㌢
ゆ

り
生

臭
刺

身
蜜

二
宮

縫
ト

o穏
幾

の
甘

理
知

霊
長

小
三

工
機

S登
皐

S.堅
忍

的
瑳

豊
中

同
種

」
‡

ざ
飽

ま
S抱

陶
姦

蜜
艮

刊
的

′

り
e畏

合
壁

暖
ま

ゝ
 e潔

押
上

ト
′

主
要

e粧
堪

■
J司

三
・
能
」
七
㌢

一
介

簿
埜

如
Sふ

心
事

、
蜜

鵜
的

」
巧

▲
恥

骨
具

章
で

ト
三

郎
十

・
急

o

日
田
馳
「
接
や
慰
謝
山
王
や
ト
ロ
即
へ

」
-塑

る
負

ぶ
ぐ

い
三

郎
ト

e手
)$ト

が
ヽ

嶋
へ

ふ
埜

’

鞍
工

や
く

謡
禁

中
経

書
合

薄
日

二
心

尊
台

畏
持

合
堵

垂
心

握
等

要
鵜

㌣
S癖

教
委

徳
望

謹
製

・
恭

詩
S裏

金
S
薫

ヽ
八

一
東

I
o
○

プ
o
や

這
謹

書
’

皿
や

裡
申

A
)
録

よ
さ
皐
昧
負
の
織
蟻
的
べ
舶
清
岡
七
時
、
山
王
で
、
寄

S阜
′
仁
∵
租
飛
堂
山
」
-J茎

舞
い
〉
よ
鴫
く
各
軍
良

禽
挫

’
謡

箋
碧

$く
畏

小
鴨

で
涼

夏
僚

量
ゝ

置
ト

oト

ロ
心

地
へ

ふ
早

鐘
龍

三
誌

Q雪
ぎ

心
室

的
’

澄
ま

Q摺

蜜
柑
鞭
雷
謹
妾
侭
ま
え
塑
像
㌦
緩
こ
謙
来
宮

ニ
雌

や
〇

時
S畏

合
せ

碑
’

津
樽

垣
的

真
二

山
王

,ぐ

く
苓

三
よ

響
’

薄
理

工
や

寺
岡

も
り

く
㌣

・
中

自
重

仝

高
ま

ヽ
/ ∩

,〇
五

ゝ
申

ド

uる
無
理
的
」
裏
封
殺
I 「

後
賽
壕
」
ふ
1ニ

小
や
細
萱
同
’

承
捜
電
場
」
良
’
ト
ゆ
き
J憤

ぐ
護
中
本
の
ヽ
/轄

こ
そ

e営
為

喜
」

練
や

’
埼

ぐ
」

J÷
写

、
窒

豊
吉

他
誌

や
黒

べ
瞥
こ
ゆ
J郎

」
妻
〕
軸
機
種
裳
笠
田
長
欝
長
い
壕

e㌣
’
や
1」

せ
こ
妻
-く

妻
樽
や
〔
四
輪
P」

営

一
関

轄
鴇

姓
箪

山
都

箪
抑

堤
的

」
1
J
抑

畏
S ㌣

ト
良
。

日
田

喜
怒

密
接

雪
上

暖
喜

一
′

調
整

室
毅

幾
程

辿
投

か
聯

」
妻

○
専

l )臣
電

工
善

導
心

上
玉

鳴
刃

’

畳
e
報

鍋
蓋

里
親

仙
蛸

や
豊

蒔

く
ゝ

僻
」

烹
r
中

り
曇

畿
一

一
=
言

直
e
錯

雑
測

量
鳴

電
ヽ

.営
為

Ⅲ
怨

閥
尊

徳
食

い
二

郎
ト

○
茸

熟
せ

評

eミ
叱

墓
場

廿
や

よ
、

毒
雨

王
ら

㌢
’

皿
雲

頭
い

や
で

ヽ
」

」
や

藍
華

」
ト

′
’

尊
べ

修
造

扮
長

予
約

や
巧

小
生

」
い

二
郎

も
〇

 「
伊

」
生

壁
・

令
」

烏
草

食
穂

三
〇

薫

く
凄

い
畿

ふ
む

叫
可

塑
も

負
吏

〆
三

郎
か

冨
田
支
寓
裏
壁
書
鎧
喜
ぶ
合
口
壁
幻
聴
ぐ
ト
墳
柳
樹

」
妻

○
軽

合
壁

誤
合

捧
渚

㌣
笹

奉
遷

豊
嶋

博
捜

紫
湊

や
睦
襲
ぐ
裏
e箪

ノ
’
睦
瞭
刃
噂
善
“
賀
{偉

観
史
●
11

鰐
e幸

水
へ
怠
)ぐ

ら
い
も
青
書
的
」
畏
.登

□
電
挫

黄
綬
㌢
輿
鰯
里
僻
ぐ
い
こ
耶
」
槌
養
’
照
碁
盤

選
対

主
知

、
澄

堅
P怨

で
い

三
部

」
裏

〇
時

よ
咄

艮

穏
埜

「
電

拙
e青

り
寄

瑳
箪

巧
録

、
皇

’
噂

蝉
e-R博

蝿

a殺
ぐ
い
亭
ぐ
Pこ

け
て
捜
○
蜜
豆
寒
心
謹
ぐ
い
せ

的
仁

王
重

賞
台

東
遮

」
心

霊
ニ

’
騰

迄
草

枕
ふ

雌
中

や
宮
上
擦
寄
や
e書

出
蛮
e観

蜜
豆
′
 」

校
定
ヽ
′
」

d三〇三富こも三寒三言童へ¥三三

「癌工凍りいγいさ薫S違工菰」もロトSγ的や嘩楽十善

ヅ一卜」粟札いい仲小春レや呼甜埜P部費泌蝉㊦

ヅ一年C櫛耳書敏一主知出撃や賓穀璽返宙良い崎レ食坂町寵⑧

ゆ/只Q〉繋ぎヅ↓いい邸卜蜜勝運塵裳(叫頂)醤駁′志の二いぶ的野猿重恩均。「簿面壁e務試騨e

小饗的舐避小食幾十

衰ぐ睦刃「ト中心志より壕揖染郡毎歌聖∴トが′苦め蕊やY三侭

ヤ栄樽養援)誌/エ求他説鞠摸せ′尊い」票磐で尊ぶ〇・や義援寄与横倉

量僻ぐ∪〕)巧一都e樗耀義母宅判り小ふついぐ忌博樹e紬やe養淫

。宝器三善重富富士若妻黛善吉豊中三号藍.中旬損

蛙綻碧Q丸γ刊塑e蟹雪辱」駕岩議蓮曇善意Y堂密遅宗一小鳩

申ぐ【e紺連記。生霊主監誌重憲章控岩垂慧誉彗畠轟

至芸蜜警高車昌憲言読売葦蜜雲Y“s↓柳給電培恕e

せー穏鞄屯苺ダー〕」刊小嶋柾的絢薄幸e謀敬や与e演磯e刊増穂

掌念書′刃γ同母やせ寒S鞘群馬-もらや謡等畢度拙く境蔓

の三甲γ馬か替り予巧」笥S往謡禄唾′負壁eγ抑工審理中畢羽

。雫志亘聾義

挙一言や王害意ゞ-ロ更渓e「÷鵡′製∪こ秦等堂一簿寸窒堂雪

ぎ冬等壇“終甘罵凪S罵往事螺馳雲。畏ぐ宙槻窓襲S唾宙韓

」堂-塞く幸一怒長里「′気いQ踏徳款襲刃的Q4」e口妄言言

蝉約練絹密輸　餌<堅田投媒「

ー8雪も卜雷撃き一色

q●京の一馬シ主∪繁号{　録

側○…雪舟蹄韓蛙園壊「呼「〇割謡曲軟望趣　陸路鴫媒「喋寄寝


